
0
Page〜「⾃動⾞安全運転センター 創⽴40周年記念⾏事」実施報告書〜



1
Page〜「⾃動⾞安全運転センター 創⽴40周年記念⾏事」実施報告書〜 【目次】

2

3

4.5

6

10

14

24

34

○開催概要
○開催内容

・開会

・基調講演/一般講演

・パネルディスカッション

・記念式典

○広報パブリシティ報告

○制作物

○アンケート結果



2
Page〜「⾃動⾞安全運転センター 創⽴40周年記念⾏事」実施報告書〜 開催概要

■名称

■主催

■開催日時

■開催場所

■シンポジウムプログラム

■記念式典プログラム

⾃動⾞安全運転センター 創⽴40周年記念⾏事

⾃動⾞安全運転センター

開催日：2015年11月2日(月)
開催時間：13時30分〜19時
・シンポジウム ：13時30分〜16時25分
・記念式典 ：16時25分〜17時10分
・レセプション ：17時30分〜19時00分（対象者のみ）

学術総合センター
〒101-8439 東京都千代田区一ツ橋2-1-2
・シンポジウム、記念式典 ：2F一橋大学 一橋講堂
・レセプション ：2F中会議室2〜4
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開会あいさつ 石井隆之（自動車安全運転センター理事長）

開会

シンポジウム

自動車安全運転セン ター創立 4 0周年記念行事の開催に当たり 、石井理事長
から挨拶があり 、本日の記念行事は 、 これまでの歴史を振り返る記念行事と し
て挙行する と と もに 、今後の交通安全対策に有益な情報を提供するこ とによ り 、
皆様の安全運転意識の向上に役立てていただ く こ と を目的に開催させていただ
く ものである との説明が行われた 。
また 、 「 自動車安全運転シンポジウム 2 0 1 5 」 においては 、 「 健康起因の交通
事故の実態とその防止 」 をテーマと して 、医学的な観点から有識者の方々にご
講演いただ く と と もに 、パネルデ ィスカ ッシ ョ ンでは 、モータージャーナリス ト 、 ノ
ン フ ィ ク シ ョ ン作家の岩貞るみこ様のコーデ ィネー トのも と 、講演者の皆様にパ
ネリス ト と してご参加いただき 、健康管理及び運転者の健康状態に起因する交
通事故防止の重要性について理解を深める内容と している との説明が行われ
た 。

さ らに 、 「 記念式典 」においては 、自動車安全運転セン ターの現状と今後の取
組についてご報告させていただ くほか 、自動車安全運転セン ターの業務に関し
て多年にわたり顕著な功労のあった公益社団法人全日本 ト ラ ッ ク協会様 、一般
社団法人全日本指定自動車教習所協会連合会様 、一般社団法人日本損害保
険協会様に対する感謝の意を表させていただ く との説明が行われた 。

最後に 、本日お越しいただいた皆様方がそれぞれのお立場で今後の交通安全
に向けた取組を進めてい く上でご参考となれば幸いと存 じてお りますと締め く く
られた 。
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基調講演 一杉正仁（滋賀医科大学社会医学講座法医学部門教授）

講演

一般講演Ⅰ 笠原悦夫（ＪＲ東日本健康推進センター医学適性科部長）

基調講演では 、滋賀医科大学社会医学講座法医学部門教授の一杉様から 、
「 体調変化による事故を予防するために 」 と題 して講演が行われた 。一杉様から
は 、自動車事故の原因の約１割は運転者の体調変化に起因するものであり 、 そ
の多 くで 、原疾患の管理が不十分であったこ と 、運転者が医師の指示を遵守せ
ず 、内服薬のア ド ヒア ランス （患者が積極的に治療方針の決定に参加し 、その
決定にしたがって治療を受けるこ と ） も不十分であったこ となどについて 、事例
をも とに説明が行われた 。

また 、運転者の健康状態に注目すべきこ とは喫緊の課題であ り 、運転者の疾
病が良好にコン ト ロールされるこ と 、日常の健康管理や適切な薬剤が選択され
るこ とが重要である と締め く く られた 。

一般講演Ⅰでは 、 Ｊ Ｒ東日本健康推進セン ター医学適性科部長の笠原様から 、
「 公共交通の安全と運転 ・操縦者の健康起因事故予防－鉄道医の医学適性検
査の経験から－ 」 と題 して講演が行われた 。笠原様からは 、鉄道の産業医は 、
その創成期よ り鉄道員の健康管理や労災防止に関わりながら公共輸送の発展
に尽力してきたものであるが 、運転関連従事者には 、通常の健康診断や運転
技術の適性とは別に 、健康起因の事故予防から身体にも適性を求める検査
（いわゆる医学適性検査と呼ばれる メデ ィ カルチ ェ ッ ク ） が早期から行われてい
たこ とについて説明が行われた 。

また 、鉄道の医学適性検査の歴史をたど りながら 、公共交通全体における運
転操縦者の健康起因事故の予防に話題を広げつつ 、健康起因事故の予防 、医
学適性検査の確立には 、鉄道産業医のみならず 、広 く公共輸送に関わる人々
の理解と協力が不可欠である と締め く く られた 。
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一般講演Ⅱ 谷川武（順天堂大学大学院医学研究科教授）

講演

一般講演Ⅲ 国松志保（東北大学・自治医科大学眼科講師）

一般講演Ⅱでは 、順天堂大学大学院医学研究科教授の谷川様から 、 「 事故
防止と疾病予防を目指した睡眠時無呼吸症候群 （ Ｓ Ａ Ｓ ） 対策の重要性 」 と題 し
て講演が行われた 。谷川様からは 、睡眠時無呼吸症候群 （ Ｓ Ａ Ｓ ： s l e e p  
a p n e a  s y n d r o m e ） は 、交通事故と循環器疾患の両面でのリスクがある との
説明が行われた 。

また 、 Ｓ Ａ Ｓ患者数は数百万人と推定されるが 、代表的な治療法である Ｃ Ｐ Ａ
Ｐ療法 （持続陽圧呼吸療法 ：睡眠時に鼻にマスクを付け 、上気道に陽圧をかけ
るこ とで気道を押し広げ 、無呼吸を防ぐ療法 ） で治療中の患者数は僅か約 3 0
万人であり 、業務中の交通事故で運転者がＳ Ａ Ｓ と診断された場合 、民法上 、
その責任を企業が追及される可能性があると指摘した上で 、早期発見 ・早期治
療につなげるこ とが安全の向上 、健康増進 、企業防衛に寄与すると考えられる
と締め く く られた 。

一般講演Ⅲでは 、東北大学 ・自治医科大学眼科講師の国松様から 、 「 視野
狭窄患者と交通事故 」 と題 して講演が行われた 。国松様からは 、日本の運転
免許 （普通車 ）の取得 ・更新に当たっては 、中心視力が良好である場合 、視野
検査は行われず 、高度な視野狭窄があっても運転免許を取得するこ とは十分
可能であるが 、視野狭窄患者の中には 、視野狭窄による安全確認の不足が
原因と疑われる交通事故を起こ している可能性がある との説明が行われた 。

また 、視野狭窄と交通事故に関して 、現在 、どれ く らい視野が狭いと交通事
故が起きるのかといった事は分かっていないが 、安全運転のための視野基準
があり得るのか 、 ド ラ イ ビングシ ミ ュ レー ターを用いた研究内容に触れつつ 、
引き続き研究を重ね 、成果を発信してまい りたい と締め く く られた 。
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パネルディスカッション
コーディネーター 岩貞るみこ （ モータージャーナリスト／ノンフィクション作家 ）

パネリスト 一杉正仁 （滋賀医科大学社会医学講座法医学部門教授）
笠原悦夫（ＪＲ東日本健康推進センター医学適性科部長）
谷川武（順天堂大学大学院医学研究科教授）
国松志保（東北大学・自治医科大学眼科講師）

パネルディスカッション

パネルデ ィスカ ッシ ョ ンでは 、モータージャーナリス ト 、 ノ ン フ ィ ク シ ョ ン作家の
岩貞様のコーデ ィネー トのも と 、講演者の方々にパネリス ト と してご参加いただ
き 、健康管理及び運転者の健康状態に起因する交通事故防止の重要性につい
て活発な意見交換が行われた 。

席上で様々な立場から専門的な意見が披露されたものであ り 、岩貞様は 、 「 健
康問題は特別な方の問題ではな く 、当た り前のものだとい う こ と を認識する必
要がある 。まずは 、自分の健康状態を知るこ とが重要であり 、一人でも多 くの方
に健康で 、自動車で移動し 、働いていただ く ため 、社会全体で考えていかなけ
ればならない 」 と締め く く られた 。

【 岩貞 】

緑内障の原因と考えられるものは何でし ょ うか 。
予防するこ とは可能なのでし ょ うか 。

《以下、主な発言》

【岩貞】
全国の緑内障の患者数が推定で 3 5 0万人であ
る とい う数字に非常に驚いているのですが 、やは
り 、症状になかなか気付きに くい といいますか 、
この数字についてどのよ うにお考えで し ょ うか 。

【 国松 】
この 3 5 0万人とい う数字は 、 4 0歳以上の日本人における緑内障有病率 （ ５
パーセン ト ） を乗 じた値なのですが 、実際に眼科にかかっているのは 3 5万人し
かいないとい う計算にな ります 。その理由と し て 、一つ目は 、人間の眼は ２つ
あるため 、片方が悪 くな った と して も両眼で見ている こ とから気が付かないと
い う こ とがあります 。二つ目は 、緑内障は非常にゆっ く り と症状が進行してい く
病気ですので 、患者さんと してはそ うい う ものだ と思われて 、全 く気が付かな
いといったよ うな こ とがあります 。

【国松】

色々考えられますが 、現在 、エビデンスがあるのは眼
圧 （眼球内圧 ） です 。

正常眼圧が多いのですが 、その方にとっての眼圧が
高いとい う こ と で 、眼圧によ り視神経が圧迫されて障害
が発生するとい うのが原因です 。

予防するこ とは困難ですが 、初期症状で見つける こ と
ができれば 、治療によ りほとんどの方は困るこ とな く日
常生活を送るこ とができますので 、早期発見 ・早期治療
が非常に重要といえます 。
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【 笠原 】

そのとお りです 。社員の健康管理を行う と
い う面では企業の産業医の活動と同じです
が 、 これに加え 、鉄道産業医は 、鉄道を利
用されるお客様の安全 、命を守る とい う大き
な責任があります 。 このため 、緊急時にも的
確に対応できる状態にあるかを医学的な面
から適性検査を行い 、運転適性の判断を行
う必要があるものであり 、 そ うい う意味では
航空や自動車とは異なるのではないかと思
います 。

パネルディスカッション

【 岩貞 】

笠原先生は鉄道の産業医と して活動される一方 、いわゆる医学適性検査を
通じて運転適性の判断を行う立場にいらっ し ゃるわけですね 。
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【 岩貞 】
糖尿病が強 く疑われる方が 9 5 0万人 、予備軍の方が 1 , 1 0 0万人とい う こ とに
驚いているのですが 、最近では 、隠れ糖尿病の方が多いとの話を耳にするこ と
を踏まえますと 、やは り 、肥満にだけ注意していればいいとい うわけではない
のでし ょ うか 。

【 一杉 】

そ うですね 。先ほど糖尿病を例に出しま したが 、
やはり 、 コ ン ト ロールが悪いと脳血管障害や心疾
患等となるおそれがあります し 、運転中の発作に
つながるものと考えられます 。

【 岩貞 】

一杉先生は日頃から血管障害に注目さ
れ 、高血圧を下げるこ とが交通安全につな
がるといったよ うなお話をよ く されているよ
うですが 、やはり高血圧は問題となるので
し ょ うか 。

【 一杉 】

運転行為自体が非常にス ト レスのかかる行動であり 、運転するだけで普段の
状態よ り も血圧値が 1 0程度上がります 。職業運転手の方ですと 、 さ らに 1 0程
度上がりますので 、少な く と も運転によ り血圧値が 1 0～ 2 0程度上がるこ とにな
ります 。

そ うなる と 、やは り 、 それな りに病気のリスク とい う ものが高 く なる こ とにな り
ます 。

特に 、高血圧は症状が出ないこ と もあ りますので 、例えば職場に血圧計を置
き 、血圧を管理するこ とによ り大分予防できるのではないかと考えてお ります 。
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【 谷川 】

やはり 、 ご家族や職場の方々が意識を持つこ
と も重要である と思います 。睡眠時無呼吸症候
群の症状の一つと して 、 「 大 きないびきをか く 」
と い う こ とが挙げられますが 、 これは非常に分
かりやすい指標ですので 、まずは 、大きないび
きが認められれば一度専門医に診てもら う と
い った啓発 ・教育を行っていただ く こ とが必要だ
と思います 。

【 岩貞 】

最近 、ニ ュース等で 「睡眠時無呼吸症候群 」 とい う言葉を耳にするよ うにな り
ま したが 、谷川先生は以前よ り睡眠時無呼吸症候群に関する研究をな されてい
て 、危機感を募らせていらっ し ゃる と思います 。ど うすれば 、睡眠時無呼吸症候
群の方々に自らの症状を知っていただける とお考えで し ょ うか 。
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理事長あいさつ 石井隆之（自動車安全運転センター 理事長）

式典

記念式典

記念式典の開会に当たり 、石井理事長から挨拶があり 、創立 4 0周年を迎え
るこ とができたのも 、警察庁を始めとする関係省庁 、各都道府県警察からのご
支援 、ご協力 、セン ターで勤務をされた諸先輩方のご努力 、平素からお世話に
なっている各団体 、事業者様のおかげである との説明が行われた 。
また 、最近 1 0年間のセン ターの主な動き と して 、平成 2 2年度に実施した証明
書交付手数料の引き下げに対する対応 、東日本大震災への対応 、 イ メージ
キャラ ク ターである Ｓ Ｄワンダ くんの制定及び各業務の現状について説明が行
われた 。

さ らに 、今後の取組と して 、運転経歴証明書を活用した交通安全対策のさら
なる推進 、最近の交通情勢の変化に適応した 、安全運転中央研修所における
柔軟な研修課程の設定についての検討 、平成 2 7年６月に成立した改正道路
交通法への対応等について説明が行われた 。

最後に 、道路の交通に起因する障害の防止及び運転免許を受けた方等の利
便の増進とい うセン ターの設立目的を肝に銘じ 、皆様のご支援 、ご指導をいた
だきながら引き続きその使命を果たしてまい りたい と締め く く られた 。
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来賓祝辞 金澤昭雄（元自動車安全運転センター 理事長）

式典

ビデオメッセージ

来賓祝辞 今泉正隆（元自動車安全運転センター 理事長）

元自動車安全運転セン ター理事長の金澤様よ り 、 セン ター創立 4 0周年を迎
えるに当たり 、 セン ター設立時のいき さつ 、安全運転中央研修所の建設地の選
定等についてお話いただ く と と もに 、お祝いの言葉をいただいた 。

元自動車安全運転セン ター理事長の今泉様よ り 、 ビデオ メ ッセージを通じ
て 、セン ター創立 4 0周年を迎えるに当たり 、安全運転中央研修所の建設時
におけるご苦労等についてお話いただ く と と もに 、お祝いの言葉をいただい
た 。



12
Page〜「⾃動⾞安全運転センター 創⽴40周年記念⾏事」実施報告書〜

感謝状贈呈

式典

公益社団法人 全日本トラック協会会長

星野 良三様

一般社団法人 全日本指定自動車教習所協会

連合会会長

田中 節夫様

一般社団法人 日本損害保険協会 専務理事

堀 政良様

石井理事長よ り 、 セン ターの業務に関し 、多年にわたり顕著な功労のあった
公益社団法人全日本 ト ラ ッ ク協会様 、一般社団法人全日本指定自動車教習所
協会連合会様 、一般社団法人日本損害保険協会様に対して感謝状が贈呈さ
れた 。
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受贈者あいさつ 星野良三様（公益社団法人全日本トラック協会会長）

式典

以上 、自動車安全運転セン ター創立 4 0周年記念行事は 、警察庁を初めと
する関係省庁 、各都道府県警察関係者 、セン ター関係者 、各団体事業者 、
多数の方々のご参加の中 、無事挙行された 。

感謝状の贈呈後 、受贈者を代表して公益社団法人全日本 ト ラ ッ ク協会会長の
星野様よ りご挨拶をいただき 、お礼の言葉をいただ く と と もに 、セン ターが発行
する運転経歴証明書が運送事業者の安全管理の重要なツールと して活用され
ている との言葉をいただいた 。
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広報パブリシティ—報告

広報パブリシティ報告
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「自動車安全運転シンポジウム2015」
パブリシティ掲載結果 メディア一覧

レスポンス（記事元）
Yahoo!ニュース
gooニュース
livedoorニュース
GooNET
carview
smartomaizu
GetOn

「笑点」50年の歴史 記念プレミアム切⼿セット発売 ファン歓喜「絶対買わないと」
スポーツニッポン（記事元）
Jchere
ニュース速報

【掲載数】
・記事元 2媒体
・転記記事 9媒体
・合計 11媒体
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URL http://response.jp/article/2015/10/19/262305.html

掲載日 10月19日 媒体名 レスポンス
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URL http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20151019-00000019-rps-bus_all

掲載日 10月19日 媒体名 Yahoo!ニュース
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URL http://news.livedoor.com/article/detail/10723836/

掲載日 10月19日 媒体名 livedoorニュース
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URL http://carview.yahoo.co.jp/news/market/20151019-10232126-carview/

掲載日 10月19日 媒体名 carview
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URL http://smartomaizu.com/news/news-79861.html

掲載日 10月19日 媒体名 smartomaizu
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URL http://geton.goo.to/?ckid=60381

掲載日 10月19日 媒体名 GetOn
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URL http://www.sponichi.co.jp/society/news/2015/10/19/kiji/K20151019011348180.html

掲載日 10月19日 媒体名 スポーツニッポン
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URL http://newschina.jchere.com/newsdetail-id-6999764.htm#.ViTmZH3CYZ-

掲載日 10月19日 媒体名 Jchere

URL

https://www.reddit.com/r/news_r/comments/3pabpp/%E8%87%AA%E5%8B%95%E8%BB
%8A%E5%AE%89%E5%85%A8%E9%81%8B%E8%BB%A2%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%83%9D_
%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%81%AF%E5%81%A5%E5%BA%B7%E8%B5%B7%E5%
9B%A0%E3%81%AE%E4%BA%A4%E9%80%9A%E4%BA%8B%E6%95%85_%E3%82%B9%E3%83%
9D%E3%83%8B%E3%83%81nati/

掲載日 10月19日 媒体名 ニュース速報
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制作物

制作物
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A4リーフレット・B2ポスター

ポスター/リーフレット
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パンフレット
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アンケート（表）

アンケート（裏）
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質問用紙（表）

質問用紙（裏）
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角２封筒

講演資料
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前垂れ

受付/案内サイン
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アンケート結果

アンケート結果
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件数 ％

 ご案内状 80 55.9%
 チラシ・ポスター 6 4.2%
 センターのホームページ 5 3.5%
 Ｗｅｂニュース 5 3.5%
 職場関係・知人の紹介 42 29.4%
 その他 5 3.5%
 合計 143 100.0%

55.9％

4.2％

3.5％

29.4％

3.5％

（件）

質問1 今回のシンポジウムを何でお知りになりましたか。た

その他の内容

・センター職員

・センター栃木事務所からの通知

・職場での情報展開

・センターからの通知

3.5％
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質問２ シンポジウムに出席された動機（理由）をお聞かせください。【複数回答可】た

38.2％

17.6％

36.2％

4.0％ 4.0％

（件）

その他の内容

・業務/職務

件数 ％

 安全運転の管理・指導を行う立場である 76 38.2%
 安全運転に興味がある 35 17.6%
 テーマに関心がある 72 36.2%
 出演者に関心がある 8 4.0%
 その他 8 4.0%
 合計 199 100.0%
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質問3 シンポジウムに参加してどのように感じましたか。た

件数 ％

 安全運転に対する意識が強くなった 103 64.8%
 安全運転に対する意識がやや強くなった 20 12.6%
 安全運転に対する意識は変わらない 36 22.6%
 合計 159 100.0%

（件）

64.8％12.6％

22.6％
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質問4 シンポジウムの内容は今後の安全運転の取り組みに役⽴つものでしたか。

55.3％
41.8％

2.8％

（件）

件数 ％

 大変役立つ 78 55.3%
 役立つ 59 41.8%
 やや役立つ 4 2.8%
 あまり役立たない 0 0.0%
 役立たない 0 0.0%
 合計 141 100.0%
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質問5 講演内容で興味をもったタイトルはどれでしたか。（複数回答可）

件数 ％

 体調変化による事故を予防するために
（一杉正仁）

93 25.4%

 公共交通の安全と運転・操縦者の健康起因事故予防
（笠原悦夫）

58 15.8%

 事故防止と疾病予防を目指した睡眠時無呼吸症候群
（ＳＡＳ）対策の重要性（谷川武）

109 29.8%

 視野狭窄患者と交通事故
（国松志保）

106 29.0%

 合計 366 100.0%

（件）

25.4％

15.8％
29.8％

29％
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質問６ シンポジウムの内容で特に印象に残った内容をお聞かせください

１、病気でもすぐに運転を中止するのではなく、何に気を付ければ良いのかを探る

　できるだけ運転を続けられるようにする。研究が進められていることが分かった。

２、SAS対策の重要性について再認識した。太っているからという理由だけでない

　ことがよく理解できた。

３、睡眠時無呼吸症候群対策について、視野狭窄患者と交通事故について。

４、身近にSASの症状がある人が居るので、改めて検査をすすめたいと思った。

　　ハンドルを握りながら、健康ではない人の方が多いこと、外見的には

　　不健康であることがわからないことへの危険性を強く感じました。

５、いろいろな病気のもとに無呼吸がなっている。無呼吸が治ると病気にならない、

　事故防止。視力には影響出ていないが視野が見えないのが危ない。

６、自分は、メタボで高血圧症なので、SAS対策の重要性（谷川武教授）を

　痛感した。

７、視野狭窄患者についての内容

８、日中の眠気のないSAS罹患者の恐さ、その数の多さに驚いたと同時に、企業

　　として真剣に取り組む必要性を感じた。

９、SASに対する社会的認知度が低い、自覚症状もないという現状、

　　早期発見と、早期受診、何より自覚させることが重要、改めて健康起因による、

　交通事故防止に対して、色々な角度より対策されていることにとても参考になった。

１０、検診、予防の重要性

１１、講演１，２，３

１２、SASの恐怖

１３、視野狭窄

１４、視野狭窄患者の実際の見え方

１５、・パルスウェッチでは見抜けないSASがある。

　　　・一般講演Ⅱのパワポ資料を入手したい。

１６、健康と安全が中心にあり、今回はその同様意見があった様ですか？

１７、全体的にはこのテーマは事故防止にきわめて役に立つもので、今後もぜひ

　　　推進してほしいと思う。

１８、視野狭策は、本人が異常を感じないのか？

１９、全般として、高齢者事故の増加が懸念されている現在、各方面からの研究

　　　が行われていることが分かった。

２０、無自覚で事故発生の可能性の高さに驚きを持った。

２１、睡眠がダイエットにつながるのは驚きでした。

２２、SASについては、想定以上に恐るべき病気である。早期発見をすることと、

　　SASという病気、認知が必要と実感した。

２３、体調の悪い時でも無理して運転を継続していたこともあり、今回の講義を

　　拝聴し、勉強になった。以後気を付けます。

２４、④の「視野狭窄患者と交通事故」の講義。はじめて知ったことだった。
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２５、健康起因の事故、対策を迅速に進めていることを十分に理解した。

　　SAS危険を改めて認識した。

２６、視力を掌る所と視野を掌る場所が異なる、視力が良くても視野が狭くなる。

２７、難しい内容についても、非常にわかりやすく講演いただき、理解しやすかった。

２８、視野狭窄患者のドライビングシュミレータ実験

２９、SAS対策。　視野狭窄患者の交通事故。

３０、SAS対策と、疾病について

３１、視野の話は興味があった。今度は脳疾患での話が聞きたい。

３２、視野が運転能力に大きく影響することが印象に残った。

３３、社会（一般人）の意識の変化が大切。

３４、高齢乗務員が多く、「認知症」「SAS」「視野狭窄」を原因と疑うトラブルが

　　発生しており、事故防止に役立てばと参加した。谷川先生、国松先生の講義で

　　それぞれの病理はよくわかった。

３５、交通事故の約1割が健康起因であるということ、SAS、緑内障、いずれも

　　無自覚な場合が多いということ。

３６、事故の原因の1割を体調変化が占めること。緑内障で視野が狭くなり危険

　　であること。無呼吸症候群は全く前兆がなく、危険であること。

３７、視野狭窄について。

３８、SASは病気の一つと思っていたが、SASがその他の重大な病気を引き起こす

　　引き起こす重要な一因だということが分かったのが大きな成果。他の大きな病気

　　を予防し、重大事故を防ぐためにもSASを発見することが大事であると感じた。

３９、SASによる事故、対策の必要性。

４０、SAS対策の重要性。

４１、・SPAP体調良くなる→食事が進む→原料が難しくなること。

　　・視野狭窄の症状は自覚が難しく、運転を辞める判断が難しい。

４２、加齢に伴う事故の態様。

４３、大変有意義なので、数年に一回開催していただければ。

４４、視野狭窄を原因とする事故では原因解明しづらく、運転手の確認不足に

　　　とどまる恐れがある。

４５、視野狭窄と運転に関する話が参考になった。

４６、統計値による分析と考察。

４７、自覚のない健康上の危険因子がこれほど多くあることは認識しておらず驚いた。

　　たいへん参考になった。

４８、自覚のない人は医者に行かない、自覚がないから事故を起こすまで気付かない。

　　そしておそらく起こすときは大事故になる。

４９、事故原因を調査する場合、健康状態の確認の重要性を強く感じた。

５０、「健康起因の事故発生は10分の1の割合である。」その統計データについて、

　　自己や職員の健康のみならず、対向者（車）の運転能力に気を付けなければ

　　ならないと思った。
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５１、先生方のそれぞれの提言に共感できた。

５２、SASに関する内容はとても参考になった。

５３、・体調変化による事故予防について（糖尿病が事故原因となり得る）

　　　・交通事故に繋がる病気について、本人が自覚しておらず事故になる。

　　　・星を見て視力を測ったとの定義。

５４、健康起因事故、業務開始から体調変化を感じて運転者が車両を停める

　　　までの時間がバスの運転車が短く、そのことで事故回避割合も比較的良いこと。

５５、WHOのセースコミュニティ認証についてもエビデンスに基づくQOLをめざして、

　　本研究は重要と思われる。

５６、「体調変化」という言葉にこれだけ様々な症状が含まれ、各々に運転行動に

　　（危険な）影響を及ぼしているという現状に正直ショックを受けました。

５７、・緑内障患者の視野欠損状況に驚いた。

　　　・安全管理とは関係ないと思うが、鉄道事業者の運転士の年齢構成の

　　　棒グラフを見て非常に驚いた。平成２２年の４４歳が異常に少なく、（ピーク

　　　が５０歳）、操縦士が東南アジアだけで９千人が不足する「操縦士の３０年

　　　問題」と同様な問題があると感じた。

５８、このシンポジウムは毎回出席させていただいている。高齢運転者なので。

５９、いずれも興味深いテーマで、印象に残った。

６０、SASへの対策、緑内障のリスクについて、大変参考になった。

６１、緑内障で自覚症状が少ないことに驚いた。

６２、脳疾患、心疾患での原因が半数→逆に言うとこれら重傷な病状は半数しか

　　　なく、半数は普通の下痢やめまいなどの病気→だからこそより日常の健康

　　　管理が重要である。人は病気になるもの、という前提でものを考える。

６３、SAS、緑内障の、症状を持つ運転者とその危険性の理解ができた。

６４、自覚症状がない運転者にいかに早期に自覚させるかが大変大きな問題である。

６５、SASにしろ、緑内障にしろ、自覚症状がない疾病対策、交通安全対策の

　　　必要性。

６６、全てのテーマについて興味深いものですが、一杉先生のテーマは今後の

　　自動車交通社会の中で大変重要な点であると認識している。

６７、緑内障起因の視野狭窄。

６８、緑内障、申告がなければ発見が難しい。

６９、業務の上で、多数の車両が毎日運転されている状況にあり、日頃から交通

　　　事故防止を言い続けているところ。４講演ともその際健康管理が重要である

　　　こと、症状を理解した上での対応の必要性を理解できたので良かった。

７０、SASと視野狭窄。タクシー業界高齢化でもっとも認識していなくてはならない

　　　ことだと思う。
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７１、・谷川先生のSAS患者はSASである自覚症状がないという部分。

　　　・国松先生の緑内障患者は緑内障である自覚症状がないという部分。

　　　・SASのチェックを義務化することが望ましいが、義務化した場合、SASの者が

　　　SASチェックを受けると、解雇される恐れがあるため、家族などの別人に受け

　　　させるなど、結果を偽る可能性が考えられる。その対処について、踏み込んで

　　　ほしかった。

７２、平素からの健康管理の重要性を痛感させられた。事業者の取り組みが重要となる。

７３、無呼吸症候群（SAS)と緑内障の話は参考になった。

７４、自動車運転における緑内障の恐さ。事故予防のための体調管理の重要性。

７５、SAS対策の必要性。視野狭窄と交通事故。

７６、パネルディスカッション

７７、視野確保の重要性と高齢化するドライバーをどのように管理するのかという事。

７８、鉄道モードの安全に対する試行錯誤のあり方。

　SASはSASだけの問題でなく、糖尿病や高血圧も引き起こすこと。

７９、緑内障、視野狭窄など検査の義務付けが大事と痛感した。知らないうち、

　　気づかない状況で事故を起こしてしまう事例が多いことは不幸なので、会社

　　側が強制的に検査することが大事だと思う。

８０、健康起因事故に関する具体的なエビデンス（増加傾向と自己管理の必然

　　性）。SASの危険性。

８１、・SASのスクーリングの必然性と、免許取得および更新時における視野検診の

　　　必要性について。

　　　・体調変化は病気によっては全く無自覚の場合もあるので、検診及び周囲の

　　　　者の注意やアドバイス等が不可欠であること。

８２、一杉先生の体調不良時の運転対応。谷川先生のSAS対策の重要性。

８３、年齢に関係なく起きること。

８４、病気が安全運転にこれほど影響を与えているとは思っていなかった。

８５、鉄道運転者の高齢化、視力基準の見直し、糖尿病を患っている人の方が

　　　１５歳以下の人口よりも多いこと。無呼吸と糖尿病の関係。

８６、交通事故予防のためにすべきことを考えさせられ、どの講演もとても勉強に

　　　なった。

８７、高齢化に関する課題。高血圧が事故につながるリスクということ。

　　　無意識に進行する病気による事故への社会としての対応。

８８、実効のある対策実践で、関係部分の低減（新たな）が実現できる。

８９、SAS,緑内障。
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質問７ 今後センターが安全運転への取り組みを推進していく上で、ご意⾒、ご要望、
アイディア（次回企画してほしいテーマ、内容など）がありましたらお聞かせください。

１、若年層の運転技術の低下、自動車離れ、無関心など。

２、シンポジウム内容の継続的な発信、情報開示が重要と考えます。

３、病気による運転の危険について

４、メンタル以上が起因する事故と防止、認知、判断への影響など、心理面での

　事故原因にどのようなものが考えられるかの対策、指導法など

5、・今回の講演内容をもとに、いかに重症な運転者に対し、運転禁止とするような

　　措置、法改正等してほしい。

　・SASだから無罪では、被害者、その家族は泣き寝入りである。予防措置が

　　必要である。

６、小生も、ライフワークとして「交通視環境」に長年取り組んできた。「LED道路

情報板の視認性」「人間の視覚特性」「飲酒がドライバビリティへ及ぼす影響」

「ケイタイが運転操作へ及ぼす影響」「その他」いろいろと研究データもある。

次回にでも声を掛けて頂ければ、講演者の中の一人になれると存じます。

７、・加齢と運転動作の関係等。（例：適性検査結果より事業用自動車運転の

　　　卒業時期

　　・大型免許取得年齢の低下についての国の考え方。

８、高齢者事故防止対策（各般で）

９、企画してほしいテーマ：高速道路における大型貨物車及び二輪車の単独

　　事故防止。

１０、運転記録証明書の発行が遅い。採用や教育機会を逃したくないのでWEB

　で対応する等の工夫がほしい。

１１、トラックボディ側面にセンターやSDカードのPR車体広告はいかがでしょうか。

（既に全ト協では“Gマーク”の広告を実施しています）

１２、自転車と自動車との衝突事故の発生要因や、自転車運用者の傷害の

　　医学的見解について、など。

１３、歩行者の心理、自転車の心理、運転者の心理によるそれぞれの立場から見る

事故の防止対策、事故の特徴、傾向など。

１４、本人の講演内容を、運行管理の実務につなげるには？

１６、今後も新しい情報を提供していただきたい。

１７、視野障害者に対する運送業（ドライバー）従事者への対応策。（どのレベルで

　運転業務から下ろす判断をするか）

１８、認知症、認知機能に関する企画、テーマを期待しています。

１９、認知症運転者への運転禁止のあり方。

２０、大変勉強になった。定期的な開催を希望します。
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２１、運転補助者の役割と重要性について講演していただきたい。

２２、４０周年を機に、各地方ごとに今回のような催しの企画をお願いしたいと思った。

　　　聴講させていただき、ありがとうございました。

２３、ISO３９００１取得および取り組みについて。

２４、自動運転自動車の実用化について（開発状況）

２５、SDカードと自主返納サポートなどを合体させて、優遇措置を一本化する。

　　特に公共交通機関や自治体サポートシステムと連携させなければ高齢者の

　　自主返納は進まないと考える。

２６、調査研究活動の充実、情報提供などを図っていただきたい。研修効果の

　一般への周知もお願いできればと思う。

２７、高齢者安全対策について（テーマ）

２８、安全運転中央研修所のインストラクターによる各事業者に出向いてもらい

　出張研修、出張講座の開催。

　パネルディスカッションにもう少し時間がほしかった。

２９、運転寿命と健康、運転寿命を増やすための対策等を取り上げてほしい。

　　問題は理解できるものの、その対応・対策が不明確であり、次につながる議論が

　　必要であると感じた。

３０、交通安全は今回のような医学のほか、自動運転技術、ITS等科学力での

　　解決が重要。これらの研究活動等、ご教示願いたい。

３１、・自動運転SYS展開時のドライバーの安全運転義務の範囲と責任の明確化。

　　　・同上、ドライバーの指導、運転免許制度

３２、交通違反と職業ドライバーの違反状況

３３、自動運転システムと交通事故。

３４、「気付き」について。気付きがあれば失敗を防ぐことが限りなくできる。

　　共有されればさらに防ぐことができる。

３５、本日のシンポジウムは本当に有意義であり、非常に参考、勉強になった。

　　　今後ともこのようなシンポジウムは行っていただきたい。

３６、デッドマンシステムの開発促進。

３７、高齢運転者と認知症について。

３８、中央研修所は良いと思うが、価格が高すぎて使えない。

３９、運転記録等の証明書について、即時発行願います。

４０、死亡事故とそれ以外の自己の分析。何をすれば一番事故が減るのか。

４１、企業、団体等における安全運転対策についてのシンポジウムの開催。

４２、運転支援システムを上手に、安全に使いこなすためにシステムの理解と

　　　これからのドライバがすべきこと。

４３、安全運転の視点から「自動走行」に期待すること。


